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１．工事概要
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【目的】
昨年11月に１号機PCVガス管理設備において、緊急停止ボタンを誤操作により操
作してしまい、運転中のPCVガス管理設備排気ファン（Ａ）が停止し、系統全停事
象（LCO逸脱）が発生したことから、誤操作防止のハード対策として、スイッチBOX
（緊急停止ボタン）の交換を行うものである。

作業実施にあたり、実施計画Ⅲ第１編第32条を適用し、１号機PCVガス管理設
備の系統停止を実施する。

【作業予定】
2021年11月16日
（実施計画Ⅲ第１編第32条適用日：2021年11月16日）



２．PCVガス管理設備全停事象の原因と対策について
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1号機PCVガス管理設備排気ファン停止に伴う、系統全停事象（LCO逸脱）の原因と対策つい
ては以下のとおり。

原因 対策
【要領書の記載】
作成者は現場状況を知らないまま作成し、警報
確認操作について、操作場所・方法など具体的
に記載していなかった。
監理員は操作内容について、詳細に記載するよ
う指示しなかった。

要領書の作成にあたっては、付随作業であっても
操作を伴うものは施工手順の作成を行うこと、ま
た、監理員は要領書等へ記載されていることを確
認することとし、工事共通仕様書または安全事前
評価ガイドへ反映を行った。

【リスク抽出】
現場状況を踏まえたリスク抽出ができず、緊急停
止ボタンを誤って操作してしまうリスクを想定してい
なかった。
監理員は当該設備の特有リスクについて、注意
喚起していなかった。

作業者は付随作業でも現場状況を踏まえてリス
ク抽出を行うとともに手順と役割を明確にし作業
者へ周知すること、また、監理員は事前の教育・
周知がされていること、手順と役割が明確になって
いること確認することとし、工事共通仕様書または
安全事前評価ガイドへ反映を行った。

【設備・環境】
緊急停止ボタンは誤接触防止のカバーや注意喚
起表示はあったものの、作業時に緊急停止ボタン
を押せる環境にあり、思い込みによる誤操作に対
する配慮が不足していた。

緊急停止ボタンについて、誤認識防止のため識
別化を図り、鍵付きカバーの対策を実施する。
⇒今回の作業にて実施予定
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３．実施内容

既設スイッチBOX 新規スイッチBOX

緊急停止

緊急停止 鍵付扉

現場作業概要
① 既設スイッチBOXの取り外しを実施。
② 既設スイッチBOXのケーブルを流用し、新規スイッチBOXの取り付けを実施。
③ 新規スイッチBOXの機能試験を実施。

•緊急停止の形状をキノコ型(赤色)へ変更
•誤操作防止用の鍵付扉を設置

スイッチBOX交換作業の概要



４．実施計画上の扱い
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PCVガス管理設備が系統停止をすることにより、実施計画Ⅲ第１編第24条の内「１チ
ャンネルが動作可能であること」を満足出来なくなる。

その為、実施計画Ⅲ第１編第32条を適用し、あらかじめ必要な安全措置を定め、計画
的に運転上の制限外に移行し、作業を実施する。

※１：動作可能であることとは、原子炉格納容器内のガスが原子炉格納容器ガス管理設備内
に通気され、短半減期核種の放射能濃度が監視可能であることをいう。

項目 運転上の制限
短半減期核種の放射能濃度 キセノン135の放射能濃度が１Bq/cm3以下である

こと
原子炉格納容器ガス管理設備の放射線
検出器

１チャンネルが動作可能であること※１

第32条（保全作業を実施する場合）
各プログラム部長及び各ＧＭは、保全作業（試験を含む）を実施するため計画的に運転上の制限
外に移行する場合は、あらかじめ必要な安全措置を定め、原子炉主任技術者の確認を得て実施す
る。

第24条（未臨界監視）
［運転上の制限］



５．必要な安全措置
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実施計画Ⅲ第１編第32条に基づき、必要な安全措置を以下に定める。

「必要な安全措置」

• PCVガス管理設備停止期間における未臨界監視については、実施計画Ⅲ第１編第

24条表24-2に基づき、PCVガス管理設備停止後速やかに、及びその後1時間に

１回、原子炉圧力容器底部の温度上昇率及びモニタリングポストの空間線量率を

記録し、その結果、判断基準の逸脱等の異常が認められる場合は速やかに、異常

が認められない場合は作業完了後に安全・リスク管理ＧＭに通知する。

• 作業前及び作業中に未臨界管理に影響を与えるような操作が行われていないことを

確認する。



６．実施計画Ⅲ第１編第25条の扱いについて
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PCVガス管理設備を停止する為、実施計画Ⅲ第１編第25条第２項第５号※1に準じて以
下のとおり対応を行うこととする。

項目 運転上の制限

格納容器内水素濃度 2.5％以下

第25条 表25-1

・当直長は、当該設備の停止中に必要な窒素封入量が確保されていることを確認

する。

・当直長は、当該設備の停止中は窒素封入量の減少操作を中止する又は行わない

こととする。

・安全・リスク管理ＧＭは、あらかじめ当該設備停止前に窒素封入による格納容

器内水素濃度の評価を行い、当直長へ通知する。

・当直長は、当該設備停止前に格納容器内水素濃度が表25-1に定める格納容器内

水素濃度以下であることを確認する。

・当直長は、作業中に窒素封入量が変化した場合は、格納容器内水素濃度の評価

結果が表25-1に定める格納容器内水素濃度以下であることを確認する。



７．当日のタイムスケジュール
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作業内容
2021年11月16日

9時 10時 11時 12時 13時 14時 1５時

実施計画Ⅲ第32条適用

PCVガス管理設備
【停止操作】

スイッチBOX交換作業

機能確認試験

PCVガス管理設備
【起動操作】

PCVガス管理設備
モニタ指示監視



８．参考
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・緊急停止ボタンについて

緊急停止操作は、以下の事象が発生した場合に実施する。

水素ガス濃度が3.5%以上に急激に上昇した場合

格納容器温度高警報が発生した場合

また、当該設備の緊急停止ボタンは、免震重要棟にも設置されているが、免震重要棟で
のシステムや伝送系の障害等を想定し現場に操作端末を設置している。

・緊急停止ボタンの鍵管理について

緊急停止ボタン操作権限の主は免震重要棟とし、現場で操作する際には当直による管理
で操作を実施することから、鍵管理については当直にて行うこととする。なお、現場出向
時は鍵を常備しており、緊急停止操作が必要になった場合でも支障はないものと考える。

・当該設備停止による影響評価について

作業に伴う系統停止中も、窒素封入量は通常時と同等の封入されるが、追加的な放出量
および敷地境界における被ばく線量を評価し、設備停止中の影響は少ないと考える。

当該作業 7月評価結果
放出量 1.8E+05(Bq) 7.6E+06(Bq)
敷地境界における被ばく線量 7.6E-08(mSv/4h) 3.4E-05(mSv/年)



９．参考
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・その他設備の緊急停止ボタン

LCOに関わる設備のうち、現場に設置されている緊急停止ボタンによる誤操作リスクにつ
いて抽出し、ハード対策の要否を検討した結果、ハード対策要は1号機PCVガス管理設備。

2,3号機PCVガス管理設備については、現場盤が施錠管理されており、盤内にアクリルカバ
ーを取付け済み。

設備

設備状況と
対策の要否

備考緊急停止
ボタンの有無

ハード対策の
要否

PCVガス管理設備 有 要 緊急停止ボタンの管理強化が必要

CST炉注 無 ー CSハンドルは取り外し済
PSA 無 ー 操作器に誤接触防止カバーが設置されている
SFP 有 否 ソフトSW(ダブルアクション)による操作
汚染水処理設備 有 否 現場盤を施錠管理、誤接触防止カバー有
56号FPC 無 ー 操作器に誤接触防止フェンスが設置されている
共用プール 無 ー 操作器に誤接触防止カバーが設置されている


